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產
极
高
等
商
業
の
一
a
本
又.
次
敎
授
：の
觅̂
1

沂
世
商
人
意|
|々

硏
究-」

は
も
の
副
題
を

「

家
訓
及
店
训
と0'
本
商
ん
淳
と
遛
し
、
主
と 

し
て
江
戶
時
代
の
商
家
の
家
訓
及
び
店
則
を
分
析
批
判
し
て
、
當
時
の
商
人
意
識
を
明
白
に
せ

.
ん
と
し
た
も
の
で
あ
ぶ
。
敎
授
が
先
に 

公
刊
さ
れ
た

「

近
世
商_

組
織.
の
硏《

九」
敗
び
に
續
い:̂
發
表
さ
れ
ん
ど
す
，る

「

近
世
商
業
經
營
れ
硏
究

」

と
共.
に
、

日
本
商
業
史
の
、研
究 

.

の
三
部
作
を
權
成
す
る
も
の

.
，で-
あ
る
。
私
は
未
だ
硏
究
開
拓
の

.
一
餘
地
頗
る
多
：い
こ
の
方
同
-に

营

實

績

を

擧

げ

ら

れ

.
て
，t

敎
授
の
絕' 

へ
ざ
各
努
カ
に
傑
く
敬
意
を
表
す
る
と
此
ハ

‘に
*

そ
■の
功
就
る
のn

の•，一；
！ it

も
平
加
ら
ん
.
こ
と
を
明
待
す
る
。
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本
書
に
ふ\/
;
そ
：敎
授
比
第‘1部
に
お
い
て1
«
的
に
谪.
人
盧
識
を
槪
载
す
る°-.
商
，人
雄
び
に.
商
人
氣
識
を
規
定
し
た
る
後' 
一
方
商 

人
意
識
の
内
包
的
分
析
を
々
す
と
共
に、：
f
 _人
意.
識
を
武
士
意
識̂

姓
意
¥

職
人
意
識
と
比
較
し
\
そ
の
外
延
的
限
定
を
與
へ 

.
ん
。
か
く
し
，て
そ
の
具
體
的
表
現
；形
式
を
株
仲
間
の
规
淀
施
び
に
家

.
訓
店
則
に
求.
め
ら
れ
ざ
-o
株
仲
間
に.
つ
い
'て
は
，‘
す
で
k
敎
授
に. 

「

株
-̂
間
の
^
デ」

な
ふ
好
^
が
あ~
る
。
家,

店
則
の
待
藤
硏
究-5-
今
本
書
の
第
ニ
部
と
し
て
發
表'さ
れ
た
の
で
あ
る-°-  
: 
• 

'
 

紫
馴
店
則
忆
現
は
れ
た
裥
人
意
識
が
大
體̂
ぉ
ぃ
て
极
め
て
消-
栩
衲
で
ぁ
り
、§

领

的

，
、
常

識

的

な

鬼

« :
の

表

峒

肊

す

ぎ

す

、
0
0

的
と 
一

K

つ
て
も
封
酿
的
體
：制
を
限
度
と
し
、
：％
分

|1
:
會•

職

分

神
'#
を
前
提
と.
し
、

こ
み
社
會
寓
囉
の
枸
束
下
が

'&1

步
も
出
て
ゐ
な 

い」 (

ゼ
ニ
頁5
と

す
る
皆
の

論

斷

に

は

佥

，然
同
感
で
あ
る
。

.
，又
を
$
腐
人
贫
識
ー
の
消
極
面
と
-̂

て.
、
奉
公*
體
面
.
分
限
の
ー
ニ
意
識
を
摘 

出.
し
、.
又
積
極®

と
し.
て
、
始
末,

箅
;1
1.

才
覺
'の
，三
ゲ
を
擧
げ
ら’れ
た
、ご
と
.
も
'、
バ
極
め'て
妥
食
で
あ
り
、
-
そ
の
明
薇
な
^
现
分
析
に
敬 

服
せ
ざ
る
，を
得
な
い
パ
が
つ
塞
早
も
、亦
流
源
、

M
ハ
味
深
く
贖
過
じ
得
る
か
ら
、
大
功

6
:H
S

を•
お
獎
め'す
るo 

, 

,

 
r

た
だ
私
は
當
時
の
商
人
意
識
が

i

故

に

か

く

消

極

的

宏’つ
，食
か
。S

た
ベ
て
；の踅がかく？極的

I

つ
た
か
ど
う 

か
に
'
ま
だ.
研
究
の
餘
地
が•あ
る
や
う
、にm心
ふ
,0
お
胄
當
時
の‘代
表
的
な
商
人
，に
つ
，い
て
み
れ
ぜ
，
先
づ
一
.，、
舵
に
消
極
的
で
あ
つ
た
と 

み
'なt

,

れ
ぽ
か
ら
な
い
。
殊
に
も
し
そ
の
資
对
を

.
家
訓
並
び
に.店
則
汀
如
き1
ゎ.
に
採
れ
ば
、
常
然
現
狀
.

持
の
满
極
的
面9
み
が
强 

調
さ
れ
ざ
る
を
得̂
い
、
と
い
ふ
：ひ
は
元
來
家
訓
te
則
の.
類
は
、
.
、多
く
祖
先
义
はP
B

が粒
//

苦
心
し.
て
作
b

あ
げ
た’家
業
を
維
持
し
， 

て
い
く
匕
と
、
-
又
不
肖‘な
る
午
孫
に
依
つ
て
资
落
の
運
，命
陀
陷
，る

.
こ
と
な
か''
^

し
め
ん
が
戈
め
，

.
に.
觉
め
、ら
れ
た
も
の*た
か
ら
で
あ
る
。

,
敎

授̂

敝
寄.
と

‘
いふ
、か
の
•も
ち
ガfc
解
徵
ざ
れ
、，
そ
む
に
’知
足
タ
汾
思
澈
の
發
露
を
求
め
レ
办
；®
そ

し

て

「

足

ら

ざ

，
る 

を
)i
れ
り
と
し
て.H

夫
し 
> 滿
足
し
,*
そ
の
中
に
生
き.
る
所
東.
數
寄
が
，あ-
る
、
引
き
寄
せ
て
結
べ
ば
入
間
生
活
の
場
所
と
し
て
の
柴
の 

庵
芒
把「

つ
て
^'
、
解
け
ば
值
ち
に
も
と
の
％

原
と
な
ク
_
て.
跡
方
も
な.
い
。
人
間
生
存
の
最
小
降
度
の
欲
望
充
足
を
、願
ふ
だ
け
で
あ
，る
。 

f-
- i
^

^
寂

，
の

意

識

が
-̂
0
商

人

靥

に

於

て

，
相

1
に
，根
强
く
耳<>
廣
ぐ
'«
潤
し
ぃ‘茶
道.
俳
識
と.
し
て
具
鶴
的
な
歲
現
を
と0
た
こ 

ボ
は
、
驰
を
目
的
と
じ
、
始
末•
才
贫•
算
用
灰
念
と
す
る
商
入
な’る
が.
故
に
、
X
體
面•
奉
公•
分
限
を
知
る
江
戶
代
め
商
.人
な
り
し 

が

故

に

、
‘
ア
ィ
ロ
一
一

 
.ト
に
^
て
、
決
レ
て
矛
盾
で
か
い
_

和.
を
|
|め
、な
い
ゎ
_け
に
は
行
か
な
い°
風
雅
*
風
流
に
生
き
る
こ
と
自
體
が、
’
 

商
人
道
に
最
も
か
取
つ
た
也
き
，方
ビ
あ
り
* -
で
あ
マ
た
の
で
あ.る
'

」

へ 
一©(

T .
m
m'
i

^
い
ふ
。..し
♦
し
••多

ぐ

の

家

訓

な

ど

に

域

は

れ

た
 

|

ろ
で
キ-

茶
道•
俳_

を
弄
戈-
ぺ
か
ら._
と
1>
、

、
風

難
•
風
流
を
禁r
y
ゐ
る
の.
、で
は:
*
か.
ら
う
が-
^
勿
論
/
物
の
、货
用
を
±

一

'
商
家S
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七
户

，.

85 -

分
に
發
揮
せ
し
妁
で
^
ボ
し
'
工
夫
し
、
贤
消
す
€」

傾
时
は
物
資
の
あ
■
/>
不
ナ
八
力
で
ぁ
つ
た
當
^
に
お
い
て
は
、經
濟
倫
理
と
む
て 

高
く
評
價
さ
へ
れ
て
ゐ.
た
と
と
もS

賀
で
ぁ
り
，
又
物
財
に
執
箫
す
る.
こ.
と
が
頗
る
少
な
ぐ
、.
淡
轧
で
权
り
、
與
へ
，ら
ル
た
も
，の
を
以
0 

て
滿
足
せ
ん
と
す
る
丸
活
齡
度
が
[:
1
本
人
に
は
か
，な
り
1&

的
で
弟
る
こ
と
も
，認
め
'ら
れ
る
。
；從
つ
て
さ
'う
し
た
精
神
的
影
響
が
家
訓 

や

诉

現

I
れ
て
‘紙
石
6
と.
もk

め
ち
れ
ワ
う
し
か
し
そ
れ
だ
け
を
'似.
つ
て
，家
訓
や
店
則
，に
璘
は
办
た
澈
人
意
詉
の
沏
極
蚀
を
十
分 

.
に
說
明
し
得
た
士
は
考
ベ
ら
れ
な
い
o

ぺ
ノ-
.
-
バ

■  

'

、
•

’
•-
!:
' 

’： 

' 

.

,

.
■
, 

‘

 

ハ
私
は
か
ヶ
し
た
家
訓
や
防
則
が
8

」 .
又
は「

家
業」

，の'繼
續
紲
躺
に
氧
點
を
置
い
'た
も

の

と

，
み

’た
い
。
锌
本
敎
授
名
そ
セ
分
限
意
識
を 

•

分
析
し
、'「

第
’
1に
細
足
安
分
*;
少
欲
知
见
の
觀
念
で
、-
第「

ー
に.
壮
來
り
尊
重
、
新
儀
停
止.
の'保
守
的
傅
統
的
精
神
と
方
つ
て
現
は
れ
、

、
，第
三
に
家
業
尊
逋
の
意
識
与
な
つ
て
示
現
し
た」 (

七
七
、頁〕

之
い
は
れ
、
さ
ら
^
家
叢
尊
簞
を
說
晛
^
て
ー
家
業
第
ニ
生
義
ば
そ
れ
が 

單
な
るf

己
の
利
益
追
求
の
行
爲
t
な
く 
-蒙
な
る
釜
體
肊
結
ば
つ
て
ゐ
'た
こ
と
を
思
ふ.
ベ
く
、'家
業
に
連
な
つ
た
も
の
で.
ぁ
ら
う」 

(

八
ニ
肩)

と
說
晛
さ
れ
^
ゐ
ズ1

私
は
む
し
ろ
と
れ
ら
め
衆
訓
店
则
の
全
體
■の
構
想
が
こ
の
’一

點
に.
つ
な
が
る
も
の
と
解
す
る
の
.で
ぁ 

名
。
當
時
の
人
に
と
つV

家
は
そ
れ
に
附
隨
す
る
物
的
收
ん
と
柳
關
し
1
考
々
ら
れ
て
办
る
。
武
士
の
家
に
祿
が
ぁ
る
が
如
く
*
百
姓 

の
家
に
1#
が
ぁ
り
、
’商
人
の
家
に
も
家
職
が
ぁ
る
。
：そ
れ
を
間
違.
ひ
な
く
繼
續
せ
し
め
た
い
と
い
>ふ
意
欲
‘が
奉
公
*
體
而
*
分

限

の

_意

識
 

を
强
調
せ
‘レ
め
次
の
で
ぁ
る
。
從
つ
セ
時
に
そ
0
雉
公
意
識
や
黻
面
意_

は
本
來
の
，も.
の
、
か

ら

，
餘

程

歪

め

ら

れ

る

こ

、
と

に

も

な

る

。

だ 

が

こ

の

r

家」 r

家

業」

，
ぬ

觀

念

於

、
：

Jb
が
經
濟
思
想
に
，黨
耍
な
特
質
を
與
へ
て
ゐ
る
と
考
へ
，ら
れ
る
‘が
，
今
は
そ
れ
ら
の
點
を
こ
に
說 

明
す
る
餘
裕
が
な
い
o- 

'
 

"
.
-
、•、,

ベ

/

■'.

、
.

た
だ
如
何
に
家
業
第
.一
东
義
で
办
づ
た
か
と
い
ふ
こ
と
を
‘示
す
'1

例

と

し

て

、
、

平

‘
井

家

の

r

家
法
誡
定
式」

を
紹
介
し
ょ
う
。
同
家
は 

束
都
头
«
に
1店
を
有
し
て
ゐ
た
大
商
人
ら
し
\̂
が
、‘詳
細
な
こ
ど
は
不
明
で
ぁ
*)
'
、大
方
れ
敎
示
を
得
た
ぃ
と
、思
ふ
。
金
部
で
五
拾
筒

-條
か
ら
成
b
、
懇
る
と
家
業
办
大
切
な
る
こ
と
、
又
奢
侈•
遊
蕩
•
學
問
の
不
要
を
說
气
儉
約
•
質
素
を
カ
說
し
て
ゐ
る
。
平
并
家
杧
ぬ

と
の
外
に
家
法
定
式
*
告
戚
定
式
各
五
册
宛
規
定
さ
れ
て.
ゐ
た
も
の
ら
し
く
'
恐

ら

•
く

ょ办
諝細
な
も
の
.で
あ
づ
た
ら
5

0

從

つ

•
て
ご

.

、
に
は
宮
本
敎
授
の
所
謂
外
部
に
針
す
る
奉
，公
窻
識
一

公̂
儀
第
一
‘主
義

、
.
仲

間

敗

一

主

義

ぼ

全

•く
現
は
れ
て
ゐ
なW
が
‘、
、
そ
れ
ら•
の’

. 

I 

* 

: *

、
 

J* r 
/
. 

一

•

歃
細
な
も
の
に
は
あ
る
ひ
は
規
定
さ
れ
て
ゐ
た
か
も
知
れ
な
い
。

C
A
1
ゆ

.
全

く
 f

族
二
：
銃

—

本
家
•
連
家
•
別
家——

中
心 

で

あ

、
る
0-,
連
家
は
恐
ら
く
本
家
か
ら
肿
た
ー
族
の
者
で.
あ
り
、
別
象
は
一
般
と
同
じ
く
#
頭
•
手
代
の
樹
立
せ
る
背
で
あ
ら
ぅ
、。

■
本
書
は
學
#
^
#
か
せ
た
ふ
の
で
-̂

く
、
從
つ..P

誤
字
、
宛
字
が
頗
る
多
く
，判
讀
に
莕
し
む
と
こ
ろ
も
、あ
る
。
側
ら
に
附
し
た
ヵ
ナ 

.
•
は
原
本
に
存
す
る
も
の
を
そ
の
ま
X
に
附
し
た
。
又
誤
字
等
も
多
く
そ
，の
ま
、
に
し
て
側
ら.
に
•
マ

、
と

註

記

し

た

。

本

書

は

.
原

本

そ

の
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_
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:#
が
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_
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齡S

 

賭̂
め

儀
^
各
^
ぐ
，
^ ̂

ハ
へ.
-
.
'
:
.

'  

r

象

法

誡
)!
•
:式

之

事—

, 

'
 

、
.
ン

く
 

- 

■

, 

’へ
’

.

:

.-

1、
ザ

观

阊

淸

被

仰

置

候

家

訓

サ

三

ヶ

條

之

趣

•

，
平

日

f

失
念
V
嚴
！

ユ
相
持
、
，不
心,̂
モ
頭
仕
問
鋪
事'-
»

-
 

V
 

-
 

- 

.

幷

ニ1

一
原

it

席
文
之
趣
、
常-、能
-、
齊
得
致
し-
其
元
ヲ
不
忘^-
齋
ヶ
問
鋪
扣
急
度
相
愼
、
瓦
肌
幼
妒
々
御

I

御
光
勞
之
段
、
深
ク
相
考
い 

.

.

御
慈
恩
興
加
之
程
恐
入
'必
总
レ_
間
鋪
候
岸
、
■
 

.

.

.
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、飢餓セこれを强要する必要があるとい

-
ふ
こ
と
が
、
ご
く
初
期
の
蓉
作
ぼ
の
議
論
の 

W-
發

點

と

，
な
>
»
极
據
と
尨
ク
て

-
ゐ
‘る
こ
^
を
指
摘
し
て
む
る
？
.̂. 3

)

0
そ
れ
か
ら
續
い
て
ル
章
に
苴
り
、
特
に
べ
テ
ィ
、

U
ッ
ク 

他
寸
の
茁
商
論
背
、
獨
佛
の
諸
象
、
办
ン
テ
ィ
ロ
乂
、
フ
ゃ
ジ
、オ
ク
ラ
J
ト
と
そ
の
後
繼
者
達
'
マ
、ル
サ
ス
以
前
の
人
口
論
f

箸
作
を 

尊
ね
る
'.。
第
'六
寒
で
は
甘
典
的
綜
合
と
し
て
ス
ミ
ス
、

マ
瓜
サ
ス
、を
取
扱
ひ
、
乇
し
て
第
七
韋
で
は
終
局
的
線
合
と
し
ズ
リ
ヵ
ア
ド
オ 

及
び
ラ-
サ
ー
ル
を
論
じ
て
ゐ
る
。
.. 

，

，

•
 

/ 

.

.

相
，當
頁.
を
費
し
て
ラ
サ
ー
ル
金
論
^
る
、と
の
最
後
の
章
は
、
本
書
の
特
徵
を
激
す
も
の
で
は
'̂

る
が
、
著
者
自
身
は
•彼
れ
を
あ
ま
り
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